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平成29年第1回定例会（平成29年3月9日） 

 

厚生環境教育委員会委員長 （江藤 勝彦 委員長） 

 

去る３月２日の本会議において、厚生環境教育委員会に付託を受けました『議

第１号 平成２８年度別府市一般会計補正予算（第９号）』関係部分、ほか５件

について、委員会を開会し、慎重に審査をいたしましたので、その経過と結果

についてご報告いたします。 

初めに、『議第１号 平成２８年度別府市一般会計補正予算（第９号）関係部

分』についてであります。 

児童家庭課関係では、本年度に開設を予定していた児童クラブ第２石垣げん

きっずのクラブ室の施設整備工事について、入札を２回実施したが、地震の影

響で不落札という結果になり、建築工期を考慮すると年度内の完成が困難な状

況になったため、繰越明許費を追加補正しているとの説明がなされました。 

教育総務課関係では、オープンスクール形態となっている山の手小学校及び

南小学校・南幼稚園に空調用の間仕切り建具を設置するための工事費を計上し

ていたが、４月の熊本地震の影響により入札が不落札となったため、児童・園

児の工事中の安全確保や養生等の問題を考慮し、次年度の夏休み期間に工事を

実施する繰越明許費を予算計上しているとの説明がなされました。 

高齢者福祉課関係では、７０歳以上の高齢者を対象とした移動手段確保事業

の実証実験を実施するための予算を計上していたが、年度内の予算執行が見込

めないことから、全額を減額するとの説明がなされました。 

委員からは、「本事業に関する交通事業者等関係団体との協議は別府市公共

交通活性化協議会と行うと考えてよいのか」との質疑があり、当局からは、「直

接的にはバス事業者が中心になると考えるが、タクシー等他の交通事業者にも

影響がでることが想定され、また別府市の交通体系のあり方との調整も必要で

あることから、別府市公共交通活性化協議会も関わるものと考える」との説明

がなされました。 

さらに委員から、「今後は、政策立案のコンセプトや事業の進め方について、

基礎データを分析・活用するなど、公的支援の必要な部分を見極めたうえで、

効果的な予算編成・予算執行をしていくよう要望する」との意見がなされた次

第であります。 

その他の補正といたしましては、各種サービスの利用・受給者の増減、入札

結果等、決算見込みによる係数整理、国・県からの補助の追加及び返納、財源

補正等を行ったとの説明が各課よりなされました。 

採決におきましては、議第１号 平成２８年度別府市一般会計予算（第９号）
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関係部分については、全員異議なく可決すべきものと決定いたしました。 

次に、『議第６号 平成２８年度別府市介護保険事業特別会計補正予算（第３

号）』についてであります。 

高齢者福祉課から、介護サービス給付事業などにおいて、決算見込みとの差

額について、予算計上を行ったとの説明がなされました。 

採決におきましては、当局説明を適切妥当と認め、全員異議なく原案のとお

り可決すべきものと決定した次第であります。 

予算外の議案についてですが、『議第２７号 大所飲料水供給施設の設置及び

管理に関する条例の一部改正について』では、条例で引用している「別府市簡

易水道事業給水条例」が廃止されることに伴い、引用先を「別府市水道事業給

水条例」に改めるものであるとの説明がなされました。 

次に、『議第２８号 別府市温泉発電等の地域共生を図る条例の一部改正につ

いて』では、今年度、温泉資源量の調査を終えたことに伴い、その結果の公開

方法及び分析結果に基づく制度設計についての協議・検討を目的とした、有識

者等から構成される審議会を新設するため、条例を改正しようとするものであ

るとの説明がなされました。 

次に、『議第３２号 及び 議第３３号の市有地の貸付けについて』では、平

成１９年度に移管した春木保育園及び野口保育所の２園について、「学校法人 

別府大学」及び「社会福祉法人 栄光園」と締結した保育施設用地としての土

地使用貸借契約の契約期間が本年３月３１日をもって満了となるため、新たに

４月１日より平成３１年３月３１日までの２年間、土地使用貸借契約を締結し

ようとするものであり、近年の保育士の処遇改善など運営状況諸般を勘案し、

無償貸付けといたしたいとの説明がなされました。 

委員からは、「土地の無償貸付けが保育士の処遇改善に繋がったのか調査が

必要ではないか」など質疑がなされましたが、当局から「法人からの事業報告

等で今後の経過を確認していく」との答弁がなされましたので、これを了とい

たしました。 

以上４議案についての採決におきましても、当局説明を適切妥当と認め、採

決の結果、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

以上で、当委員会に付託を受けました議案に対する審査の概要と結果の報告

を終わります。 

何とぞ、議員各位のご賛同をよろしくお願いいたします。 


